
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

釧路市児童発達支援センター 令和３年７月３０日発行 №４ 

 子どもの行動をよく見ることで、ほめる機会が増えていきます。今回は、子どもの行動とは何かについて詳

しくお伝えします。 

 
行動とは・・ 

子どもの性格ではなく、目に見えるもの、聞こえるもの、数えられるものを言います。 

行動に注目することで、冷静に様子を観察できるようになり、見逃していた「好ましい行動」に気

付けるようになります。 

やさしい子 

「行動」では 

ありません 
行動 

目に見えるもの 

例）おもちゃを箱

に入れた 

元気な子 

行動を３つに分類してみましょう！ 

お子さんのいくつかの行動を思い浮かべてください。それぞれの行動が、「好ましい行動」「好まし

くない行動」「危険な行動」の３つのうち、どれに当てはまるかを下の欄に書きだしてみましょう！ 

あくまでも 

行動を見ます 

好ましい行動をほめると、ほめた行動が増えるだけではなく、「好ましくない行動」が自然と減って

いきます。好ましい行動が見られたときには必ずほめましょう！ 

好ましい行動とは？ 

 

好きだなと思う行動 

さらに増やしたい行動 

当たり前に今できている行動 

（例）「待っててね」と言うと待っていられる 
・呼ばれたら来る・靴を履こうとする     

 

好ましくない行動とは？ 

 

危険ではないが、減らしたい 

行動 

（例）大声を出す・汚い言葉を使う 
・服を脱ぎっぱなしにする   

 

危険な行動とは？ 

 

自分や相手を傷つける行動 

許しがたい行動 

（例）道路に飛び出す・他の子をたたく  
・人に向かって積み木を投げる   

 

質問や相談がありましたら、気軽に児童発達支援センター職員に声をかけてください。 

                      地域支援相談担当  ４４－３５５５ 
                      野のはな園     ４４－１０２２ 

聞こえるもの 

例）お返事をした 

数えられるもの 

例）３秒座って

いられた 

やんちゃな子 


